
伝統⼯芸×フレグランス 創業百年の⽼舗がつくる扇⼦の技術
を活かした新商品〈扇ぐたびにふわりと⾹る「うつし⾹」〉
を発売しました。

平安時代の習慣を令和の時代へ繋ぐ新しいプロダクト

株式会社⼤⻄常商店（本社：京都市下京区、代表取締役：⼤⻄久雄、以下「当社」）は2019年6⽉27⽇に、

クラウドファンディングサイト「m ak u ak e 」U RL:     

h t t ps://www. m ak u ak e . com /proje ct /oh n ish i t u n e /にて                     、「うつし⾹」を発売しました。「うつし⾹」

とは扇ぐたびに⾹りと⾊が匂い⽴つ、⼿のひらサイズのアロマフレグランスです。

ふわりとした⾹りが約１年間続き、⾹りがなくなった場合は⾹りの付け直しが可能です

四季の情景をうつした⾊柄には雲⺟のきらめきを乗せて。光の加減で変わる表情をお楽しみいただけます。

⽼舗扇⼦店と熟練の職⼈が⼿掛ける京扇⼦は破損した場合も修理が可能です（⼀部無料）
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報道関係各位 株式会社⼤⻄常商店

https://www.makuake.com/project/ohnishitune/??


Photo by Tigertakashi & Maiko Fukuno.(licensed CC BY-SA 2.0)http://55maiko.net/

京都、四条烏丸近くで扇⼦を商って百余年。わたしたち、京扇⼦ ⼤⻄常商店は「扇⼦の技術と美しさを百年先の未来へ

繋ぐ」という社是のもとに扇⼦を商ってきました。

扇⼦は、クーラーには勝てません。扇⾵機にも、難しいでしょう。

ですが、お客様のお側で、必要なときに、いつでもお役に⽴つことができます。

お客様のくらしにそっと、寄り添うひと品でありたい。

そんな想いを胸に、扇ぐたびにふわりと⾹りが広がる扇「うつし⾹」のプロジェクトが始まりました。

扇の歴史を紐解いていく中、平安の⼈々は扇に好みの⾹を焚きしめ、⾹りを通して想いを伝えていたということが分かり

ました。これをヒントに、巡りゆく季節の移り変わりを⾊のグラデーションと⾹りで表現したのが「うつし⾹」扇ぐ喜び

や楽しみをあたらしく提案するプロジェクトです。

 

気持ちをリセットするときに。⼼を安らげたいとき。扇⼦を広げて扇ぐだけで、⾹りが広がります。かばんやケースにす

っと忍ばせて、⾃由に⾹りを持ち運んでいただくことができます。

http://55maiko.net/


 

 

〈⾊〉⼿に乗せると溶けるような雪の粒、静かな冬の情景をイメージした⾊柄

〈⾹〉⼼地よい清涼を含んだ、さわやかで落ち着いた沈⾹の⾹り

 



〈⾊〉冬から春に向かいゆく、暖かな⽇の光と花のほころびをイメージした⾊柄

〈⾹〉満開の桜がいっせいに⾹りたつような、華やかな桜の⾹り

 

〈⾊〉夜更けの空に姿をあらわす、艶めいた⽉の姿をイメージした⾊柄

〈⾹〉すこしのスパイシーさを含んだ、優雅な⽩檀の⾹り

 



〈⾊〉晩夏に降り注ぐ陽の光と、そっと顔を覗かせる秋の⾵をイメージした⾊柄

〈⾹〉⼼が躍るように匂い⽴つ、華やかでセクシーな沈丁花の⾹り

 

〈⾊〉夏の夜が明ける直前の、空の⾊移り変わりをイメージした⾊

〈⾹〉涼やかでいて、⼼が穏やかにリラックスできる檜の⾹り

【「うつし⾹」製品概要】

価格：３４５０円〜（makuake限定価格含む）

販売⽅法：クラウドファンディングサイトmakuake

https://www.makuake.com/project/ohnishitune/

 

https://www.makuake.com/project/ohnishitune/


■株式会社⼤⻄常商店 会社概要



代表取締役：⼤⻄久雄

所在地  ：京都府京都市下京区松原通⾼倉⻄⼊本燈籠町２３

事業内容 ：扇⼦製造・卸・⼩売

会社設⽴ ：1954 年11⽉（創業 1918年）

URL   ：http://www.ohnishitune.com/

 

株式会社⼤⻄常商店のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/32098

■本件に関する問い合わせ先

株式会社 ⼤⻄常商店（営業企画担当 ⼤⻄⾥枝）

TEL ：075-351-1156

MAIL：otoiawase@ohnishitune.com

http://www.ohnishitune.com/
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/32098
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